
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年２月17日（月）、第二水産ビルにおいて、「令和元年度石狩管内地域
いじめ問題等対策連絡協議会第２回会議」を開催しました。 

まず事務局から、今年度の道教委・石狩教育局の取組について報告した後、各
構成員から、今年度の「Heart to Heart（心と心のつながり）プロジェクト」
の取組の成果や課題について発表、協議を行いました。 

最後に、事務局から次年度のプロジェクトの重点について提案し、可決されま
した。 

発行日 

令和２年２月20日 

発行者 

石狩管内地域いじめ問題等 

対策連絡協議会 

令和元年度石狩管内地域いじめ問題等対策連絡協議会第２回会議 

保護者・地域の皆様へ 

本協議会についての御意見や御質問等がございましたら、事務局まで御連絡ください。 

【事務局】 北海道教育庁石狩教育局教育支援課  電話011-204-5879 

重点２ 

「不登校児童生徒
への対応の充実」 

報告「今年度の重点にかかわる取組について」（抜粋） 

道教委等の
取組 

■ いじめ問題への適切な対応について 

・ 北海道いじめ防止基本方針における「教職員の責務」を踏まえた適切な対応についての指導の徹底 

・ いじめ重大事態調査報告書や教職員リーフレットを活用した研修の実施 

■ 不登校児童生徒への支援の在り方について 

・ 不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方の理解を深め、支援及び学ぶ機会の確保に係る取組の充実 

石狩教育局
の取組 

■ どさんこ☆子ども全道サミット（R1.8.8～9：ネイパル砂川）・地区会議（R1.10.26：道立教育研究所） 

・ 小中高生がいじめの未然防止に向け、共通理解を図り、自分たちにできる取組について協議 

■ ネットトラブルの解決に向けた取組 

・ 児童生徒メッセージコンクールのほか、ネットパトロール講習会・保護者向け学習会等を実施 

調査結果の
概要等 

■ 「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」、「いじめの問題への対応状況の調査」結
果概要 

・ いじめの積極的な認知の結果、いじめの認知件数は増。不登校も中学生の急増もあり、増加傾向 

発表・協議「今年度の成果と課題及び次年度の方向性について」 

いじめの定義に基づき、いじめの積極的認知を進めるとともに、「学校いじめ防止基本方針」の点検・見直しを行い、いじめの解消
に向けた取組を推進する必要があります。また、不登校児童生徒が増加する中、学校と家庭、関係機関が不登校児童生徒の状況を共有
して連携を図るとともに、専門的機関等における相談・指導を受けられる体制整備を推進する必要があります。ネット上のいじめや犯
罪被害の予防に向けて、インターネット等の安心・安全な利用に関する意識を高めることも必要です。 

そのため、令和２年度「Heart to Heart （心と心のつながり）プロジェクト」の重点は、今年度同様、次に示した３つの重点に基
づいて本協議会での御意見を参考にしながら、いじめ、不登校、ネットトラブルの問題の未然防止に向けて、学校、市町村教育委員会、
家庭・関係機関、教育局が連携・協働した取組を推進していきます。 

 令和元年度「Heart to Heart （心と心のつながり）プロジェクト」の３つの重点に基づき、今年度の取組の成果・課題の発表
や次年度に向けた協議を行いました。 

重点１ 

「『北海道いじめ防止基本
方針』に基づく組織的な取
組の見直し・改善」 

重点３ 

「情報モラルに関
する指導の充実」 

■ 石狩管内小中学校長会 
・ 管内の小中学校が足並みをそろえて取組を進めるように、年度当初に各校のいじめ防止基本方針の点
検・見直しを行い、全職員で再確認するとともに、未然防止、早期発見、早期解決に向けた共通理解を
図っている。 

■ 千歳市教育委員会 
・ 新たな不登校児童生徒を出さない取組として、スクールカウンセラーの配置時間の拡充やスクールソ
ーシャルワーカーの増員、教員の研修の充実を進めている。 

・ 不登校児童生徒の社会的自立支援の取組として、適応指導教室「おあしす」の活用を促進する。 

■ 札幌法務局人権擁護部 
・ 人権相談については、ネット上のプライバシーの侵害についての相談が急増している。携帯電話各社
と連携し、スマホケータイ安全教室を学級等で実施している。スマホ等の使い方については携帯電話会
社から指導し、人権の観点からの指導を人権擁護委員が行っている。 

① 発表「今年度の重点に関する取組、成果・課題について」 

② 協議「今年度の取組や次年度の方向性について」（※主な意見のみ） 

〔重点１に関して〕いじめとネット環境との関わりがある事例があり、家庭とも連携して早期発見、早期対応していくことが必要である。 

〔重点２に関して〕不登校になる前に、日常の活動の中で子どもとの関わりを考えるべき、スクールカウンセラー等の活用が重要である。 

〔重点３に関して〕子どもも保護者もネットトラブルの未然防止に向けて、情報モラル教育を引き続き進めていく必要がある。 

次年度の「Heart to Heart（心と心のつながり）プロジェクト」について 

〔重点１〕 「北海道いじめ防止基本方針」に基づく組織的な取組の見直し・改善 

〔重点２〕 不 登 校 児 童 生 徒 へ の 対 応 の 充 実 

〔重点３〕 情 報 モ ラ ル に 関 す る 指 導 の 充 実 


